
子
孫
の
武
田
さ
ん
も
来
高

武田勝頼土佐の会　　２０・２００３

今後のイベントやブログ、詳細情報はホームページに掲載

しています。

http://katsuyoritosa.web.fc2.com/

岡和政行政相談委員に感謝状

広報によど川 6月号 《6》

「武田勝頼落人伝説」をひも解く歴史講演会を開催！
４月25日　仁淀川町基幹集落センターで、武

田勝頼土佐の会（岡林照壽会長）主催による

歴史講演会を開催しました。町内外から約40

人の歴史愛好家が参加し、武田家子孫にあた

る武田清美さん（静岡市）にも来高いただき、

勝頼落人伝説にまつわるお話に熱心に耳を傾

けました。講演会では、これまで史跡や家系

図等を基に会で調査・研究を進めてきた勝頼

の子供の墓所等について写真などを使いなが

ら説明し、甲斐・武田一族のここ土佐での知

られざる軌跡や、長宗我部一族とのかかわり

など歴史ミステリーも交えながら講演を行い

ました。

 また5月12日には、子孫の武田さんからの

紹介で、勝頼の母君である由布姫の供養をさ

れている長野県諏訪・龍光山観音院の中島住

職ほか２人の関係者が、大崎の武田勝頼と信

勝（勝頼長男）、寺村の正晴（勝頼次男）、

越知町栂森の檮姫（勝頼の娘）の墓所などを

訪れました。

 「武田勝頼土佐の会」では今後もさらに調査・

研究を進め、他の団体等とも連携しながら歴

史観光ツアーを開催するなど、地域おこしに

つなげていきます。

茶
摘
み
田
舎
体
験

美味しい お茶を手作りで

歴
史
講
演
会
の
参
加
者
ら

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
　
岡

和
政
さ
ん

ま ち の 話 題

５
月
９
日
　
仁
淀
川
町
高
瀬
船
野
で
「
茶

摘
み
田
舎
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
町
外
か
ら
夫
婦
、

親
子
連
れ
な
ど
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
強
い
日
差
し
の
中
、
参
加
者
は
額
に
汗

し
て
お
茶
を
摘
み
ま
し
た
。
そ
の
後
も
地

元
農
家
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
摘
ん
だ

お
茶
を
釜
で
煎
り
、
手
揉
み
を
す
る
な
ど

一
連
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
「
夫
婦
で
の
参
加
は
初
め

て
で
、
旦
那
さ
ん
は
以
前
参
加
し
た
こ
と

が
あ
る
。
丁
寧
に
指
導
し
て
く
れ
た
り
、

場
所
も
よ
く
お
茶
が
取
り
や
す
か
っ
た
。

お
弁
当
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
大
変
な

作
業
で
し

た
が
、
苦

労
し
て
完

成
さ
せ
た

茶
に
皆
満

足
の
様
子
。

自
家
用
の

お
茶
を
手

に
充
実
し

た
表
情
で

帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

５
月
15
日
　
高
知
市

の
高
知
会
館
で
開
催

さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
全
体
会
議
の
場
で
、

本
町
の
行
政
相
談
委

員
　
岡
和
政
さ
ん
（
大

内
）
に
、
総
務
省
高

知
行
政
評
価
事
務
所

長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
国

や
県
、
市
町
村
な
ど

に
対
す
る
苦
情
や
要

望
の
解
決
に
尽
力
し

た
功
績
に
対
し
て
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
岡
さ
ん
は
、
平

成
十
七
年
四
月
一
日

に
旧
仁
淀
村
の
行
政
相
談
委
員

と
し
て
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
ら
れ
、
今
年
で
五
年
目
（
三

期
目
）
に
な
り
ま
す
。



《7》 広報によど川 6月号

　下川渡は4月末現在39世帯、101人、

仁淀総合支所から車で約5分のところ

にある集落です。

　国道439号沿いに商店や民家が立

ち並び、高台には仁淀中学校があり

ます。

　川渡地区一帯は以前「河渡村（ま

たは川渡村）」で、明治22年に合併

して別府村が発足する際、集落の名

を「川渡」としたそうです。

下川渡

集落見聞録
（第35回）

し も 　　　 か わ 　  　　 ど

川渡五所神社

長
者
川
流
れ
る
ふ
れ
あ
い
の
里

　
地
区
に
詳
し
い
堀
部
秀
男
さ

ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　
昔
は
楮
（
カ
ジ
）
・
三
椏

（
ミ
ツ
マ
タ
）
の
栽
培
が
盛
ん

で
、
集
落
の
ほ
と
ん
ど
の
家
が

栽
培
し
、
大
事
な

収
入
源
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　
夏
の
盆
踊
り

と
、
十
一
月
か
ら

正
月
に
か
け
て
の

演
芸
会
が
、
当
時

の
若
者
の
最
大
の

楽
し
み
で
し
た
。

物
資
が
乏
し
く
着

物
も
無
か
っ
た
の

で
、
皆
赤
い
長
襦

袢
を
身
に
ま
と
い
、
盆
踊
り
会

場
に
駆
け
つ
け
て
踊
っ
た
そ
う

で
す
。
演
芸
会
は
か
な
り
本
格

的
で
、
打
ち
合
わ
せ
や
稽
古
は

深
夜
一
時

に
な
る
事

も
し
ば
し

ば
で
、
次

の
日
は
皆

夜
明
け
と

と
も
に
畑

仕
事
に
出

か
け
た
と

の
こ
と
。

「
体
は
し

ん
ど
か
っ

た
け
ど
、
苦
で
は
な
か
っ
た
。

芝
居
や
漫
才
な
ど
真
剣
に
稽
古

し
、
披
露
し
て
喜
ん
で
も
ら
っ

た
よ
」「
若
い
人
同
士
で
集
ま
る

の
が
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
。

私
ら
の
青
春
時
代
や
ね
」
と
楽

し
そ
う
に
語
る
堀
部
ご
夫
妻
。

　
集
落
の
自
慢
は
皆
仲
が
良
い

こ
と
。
敬
老
会
や
、
夏
祈
祷
、

お
日
待
、
暮
寄
り
な
ど
で
集
ま

っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

お
酒
を
飲
む
の
が
楽
し
み
な
の

だ
と
か
。

「
川
渡
五
所
神
社
」

　
長
者
川
に
架
か
る
川
渡
橋
の

た
も
と
に
川
渡
五
所
神
社
が
あ

り
ま
す
。

　
旧
仁
淀
村
に
三
社
あ
る
郷
社

の
う
ち
の
一
社
で
、
下
川
渡
だ
け

で
な
く
、
川
渡
地
区
全
域
、
森

地
区
全
域
な
ど
広
く
信
仰
さ
れ

て
い
る
地
域
の
守
り
神
で
す
。

堀部ご夫妻

下川渡集落

昭
和
二
十
年
当
時
の
川
渡
地
区

青
年
団
の
写
真
（
堀
部
さ
ん
所
有
）



広報によど川 6月号 《8》

有機農業勉強会①
超かんたん

５月８日　今年も「高知439国道有機協議会」の

主催による有機野菜実証ほ場の作業が、池川地

区日浦の畑で始まりました。

 昨年に引き続き、土佐町の“有機のがっこ

う”塾長・山下一穂氏を講師に招き、「超かん

たん無農薬有機農業」を実践と理論で学びま

す。

 ほ場作業は、土づくりから収穫までの５回を

予定しており、その内の３回は勉強会として山

下塾長の講演も同時に行います。

 第１回は、午後１時から池川地区日浦のほ場

で簡単な作業説明とソルゴー（緑肥）の種まき

をしました。天候には恵まれましたが、今回は

周知が十分にできなかったこともあり、参加者

はわずかでした。

 次回は勉強会も含めて、７月８日（水）を予

定しています。ここからが本格的な作業開始と

なりますので、多くの方のご参加をお待ちして

います。

 また、有機無農薬茶の実証ほ場も７月頃から

開始するよう計画中です。興味のある方は、ぜ

ひ参加してください。

 　

第２回有機農業勉強会
７月８日（水）午前９時30分から

（雨天順延）

問い合わせ

　池川総合支所地域振興課

　　３４・２１１５

食生活改善推進協議会
総会開催

健康的な食生活・食育で住民の健康づくり

5月15日　しもなの郷で、平成21年度中央西地区食

生活改善推進協議会総会を開催し、６市町村（土佐

市、いの町、日高村、佐川町、越知町、仁淀川町）

の食生活改善推進員150人が参加しました。

　この協議会は、楽しく健康的な食生活を目指す

人々が集い、お互いの資質の向上を図り、食生活の

改善を通じて住民の健康づくりの推進に向け、力を

合わせて取り組むことを目的とし、町内に支部（吾

川、池川、仁淀）を置き活動しています。

　町内各支部では、毎年総合健診への協力、男性の

ための料理講習会や保育所でのおやつ作り、各学校

への食育推進事業など、講師として地域へ食生活の

大切さを伝達しています。

　総会では、来賓に仁淀川町大野教育長、中央西福

祉保健所笹岡所長をお迎えし、本町の食生活改善推

進協議会長氏次せい子さんの歓迎の挨拶に始まり、

平成20年度事業報告や平成21年度事業計画の審議

を行った後、全員同会場で昼食をとり、親睦を深め

ました。

　午後からは、大野教育長からしもなの郷開設に伴

う経過、ＮＡＳＡの基地としてのプロジェクトや木

星電波観測所として最適な場所であることなどを、

大型スクリーンを使い分かりやすくユーモアを交え

たお話があり、身近な所で宇宙規模の事業が行われ

ていることに感慨深く聞き入っていました。

　帰路には新緑の美しい景色を堪能していただき盛

会に終了しました。

山
下
塾
長
に
教
わ
り
な
が
ら

実
践
す
る
参
加
者

子どもの読書活動支援員



教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

《9》 広報によど川 6月号

“元気で生き生きと活動できる子ども”に

毎年６月は 「食育月間」
毎月１９日は「食育の日」
　食は、生きる力を身につけ、豊かな人間性を育

んでいく基本となるものです。国や県・市町村で

は、健全な食生活を実践することができる食育を

推進しています。県では、毎月19日を「家族そろ

っていただきますの日」と設定し、できる限り地

域の食材を使い家族全員で調理し、家族そろって

ゆっくり食事をいただき、食育について考え実践

する運動を展開しています。

  中央西地区食生活改善推進協議会

  中央西福祉保健所

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
講
演
を

聴
く
教
職
員

仁
淀
川
町
教
育
研
究
会
総
会
開
催

４
月
22
日
　
吾
川
中
学
校
で
「
平
成
二
十
一
年
度
仁
淀
川
町
教
育
研
究
会
総

会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
・
中
学
校
教
職
員
と
関
係
者
約
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
前
半
は
、
各
校
の
教
職
員
の
紹
介
や
前
年
度
の
活
動
報
告
、
本
年
度
の
活
動

方
針
が
話
し
合
わ
れ
、
本
年
度
も
「
元
気
で
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
子
ど
も

の
育
成
」
を
共
通
の
課
題
と
し
ま
し
た
。
ま
た
本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希

望
を
持
っ
て
生
活
し
、
意
欲
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
高
知
県
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
松
窪
指
導
主
事
、
松
岡
指
導

主
事
を
お
招
き
し
、
「
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
・
高
校
生
を
取
り
巻
く
携
帯
電
話
の
実
情
や
携
帯
電
話
が

原
因
で
生
ず
る
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
処
法
が
主
な
内
容
で
、
本
町
の
子
ど
も
が

被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
参
加
者
全
員
が
真
剣
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。

　
後
半
は
、
教
科
及
び
学
年
ご
と
の

部
会
に
分
か
れ
て
、
研
究
主
題
を
具

現
化
す
る
た
め
の
活
動
内
容
を
協
議

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
各
校
、
各
部
会
で
具
体
的

に
活
動
を
し
、
夏
期
研
修
会
を
開
催

し
て
、
知
識
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

秋
と
冬
に
は
、
そ
の
成
果
を
報
告
す

る
研
究
発
表
会
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
る
よ
う
な

笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
全
教

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

毎月１９日は食育の日

「家族そろっていただき

ますの日」です。

子どもの読書活動支援員子どもの読書活動支援員子どもの読書活動支援員
　このたび、高知県子ども読書活動推進事

業で「子どもの読書活動支援員」として仁淀

川町に配置されました井上蘭です。普段は中

央公民館内の図書室におりますが、町内の

小中学校をはじめ、子どもたちの読書環境の

整理や子どもたちに

本を手渡す人として

あちこちに伺う予定で

す。本との付き合い

方や楽しみ方を皆さ

んと分かち合えたら

幸せです。よろしくお

願い致します。 井上蘭さん



広報によど川 6月号 《10》

「
第
５２
回
　
金
婚
夫
婦

 

祝
福
式
典
」
の
ご
案
内

 

今
年
も
九
月
一
日
（
火
）
に

｢

金
婚
夫
婦｣

を
祝
福
す
る
式
典

（
主
催
：
高
知
新
聞
社
・

R
K
C
高
知
放
送
・
高
知
新
聞

社
会
福
祉
事
業
団
）
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら

れ
る
ご
夫
婦
は
次
の
要
領
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

資
格

 

昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
か

ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
婚
姻
届
を
出
さ
れ
て
い
る
ご

夫
婦
（
そ
れ
以
前
の
届
け
出
で

も
初
め
て
申
し
込
む
方
は
可
）

申
し
込
み
方
法

 

ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
（
婚
姻

届
の
年
月
日
・
生
年
月
日
の
記

入
が
あ
る
も
の
、
謄
本
で
も

可
）
と
便
せ
ん
に
ご
夫
婦
の
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
結
婚

記
念
日
を
記
入
の
上
、
本
庁
保

健
福
祉
課
、
池
川
・
仁
淀
各
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
、
名
野

川
・
長
者
各
出
張
所
の
い
ず
れ

か
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

 

六
月
二
十
六
日
（
金
）

会
場

 

高
知
市
・
三
翠
園

問
い
合
わ
せ

 

本
庁
保
健
福
祉
課

 

　
３
５
・
０
８
８
８

 

池
川
健
康
福
祉
課

 

　
３
４
・
２
１
１
２

 

仁
淀
健
康
福
祉
課

 

　
３
２
・
１
１
３
２

有
害
鳥
獣
防
護
対
策
に

原
材
料
半
額
助
成

 

仁
淀
川
町
内
で
は
こ
こ
数

年
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
、
カ
ラ

ス
等
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害

が
増
加
し
深
刻
な
状
況
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
鳥

獣
保
護
員
、
猟
友
会
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
き
対
処
し
て

い
ま
す
が
、
被
害
は
な
か
な
か

減
る
傾
向
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
町
で
は
、
農
作
物
の
自

主
防
衛
策
と
し
て
防
護
ネ
ッ

ト
、
波
ト
タ
ン
等
の
原
材
料
半

額
助
成
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

 
利
用
条
件

 
仁
淀
川
町
内
の
農
作
地
限
定

（
申
請
は
町
外
の
方
で
も
可
）

助
成
内
容

 

購
入
額
の
半
額
を
助
成
（
上

限
五
万
円
）

申
請
手
続
き

 

認
印
を
持
参
し
、
本
庁
産
業

建
設
課
、ま
た
は
池
川
・
仁
淀
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
職

員
が
現
地
確
認
に
伺
い
ま
す
。

取
扱
期
間

 

平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

注
意
点

 

防
護
ネ
ッ
ト
、
波
ト
タ
ン
等

は
、
原
則
仁
淀
川
町
内
で
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

 

現
地
確
認
後
、「
原
材
料
半
額

助
成
交
付
決
定
通
知
書
」
を
送

付
し
ま
す
。
必
ず
通
知
書
が
届

い
て
か
ら
品
を
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ

 

仁
淀
川
町
役
場
産
業
建
設
課

 

　
３
５
・
１
０
８
３

 

池
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

 

　
３
４
・
２
１
１
４

 

仁
淀
総
合
支
所
地
域
振
興
課

 

　
３
２
・
１
１
１
３

子
育
て
ル
ー
ム

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
開
設

　
池
川
保
育
園
で
は
、
五
月
二

十
七
日
よ
り
毎
週
水
曜
日
、
町

内
の
未
就
園
児
を
対
象
に
下
記

の
と
お
り
園
庭
開
放
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
園
児
と
一
緒
に
園
庭
で
砂
場

遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
部
屋

で
は
手
遊
び
や
お
絵
描
き
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
行
い
ま
す
。
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

 

実
施
日

 

毎
週
水
曜
日

 

午
前
九
時
〜
十
一
時

登
録
料

 

一
家
庭
　
一
千
円

 

（
一
年
間
有
効
）

※
利
用
料
は
無
料
で
す

 

問
い
合
わ
せ

 

池
川
保
育
園

 

　
３
４
・
２
４
２
７

お知らせ
コーナー

・・・I N F O R M A T I O N・・・




